
障害福祉業務総合支援ソフトを利用した二次審査について （資料41-３）

新宿区

職員専用ＰＣ内フォルダ

⑩二次審査（その２）

職員専用ＰＣ内「障害者総合支援システム」 職員専用ＰＣ内「障害福祉業務総合支援ソフト」

⑦二次審査（その１）

⑧上記⑦により二次審査を行った結

果を「二次審査結果情報(仮)」とし

て入力し、保存する。

⑫「二次審査結果情

報」を保存する。

⑪「二次審査結果情報(仮)」に

上記⑩の二次審査（その２）の

結果を取り込み、「二次審査結

果情報」を作成し、保存する。

・自動的に「警告」、「警告（重

度）」など適正と判断できない項目が

瞬時に抽出される。

・上記により抽出された情報に基づ

き、二次審査（内容の適否）を手作業

で行う。

③「一次審査結果情

報」を保存する。

⑤「地域生活支援サービス(区

独自事業)利用実績情報」（Ｃ

ＳＶファイル）を作成する。

⑥「一次審査結果情報」と「地域生

活支援サービス（区独自事業）利用

実績情報」を保存する。

⑨「二次審査結果情報(仮)」を入

力し、保存する。

・区が独自に事業所に支払う障

害福祉サービス等の利用者負担

軽減額を手作業で確認する。

④「一次審査結果情報」を保存

する。
取込

取込

取込

入力

＜障害福祉業務総合支援ソフトの二次審査に係

る機能＞

・「一次審査結果情報」を取り込むことにより、

「警告」、「警告（重度）」など適正と判断で

きない項目を瞬時に抽出できる。

⇒区が保有する障害福祉サービス等受給者情

報と事業所請求情報の整合がとれていない項目

が判明する。（例：利用できる日数、時間の超

過等）

・「地域生活支援サービス(区独自事業)利用実

績情報」を取り込むことにより、制度間の重複

利用（障害福祉サービスと地域生活支援サービ

ス（区独自事業）の利用時間の重複等）が判明

できる。

・「二次審査結果情報（仮）」を入力できる。


